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を運転モードで]回6分使用した場をの充放電回数でず。く]曰あたりの平均掃除時間（準備-後片づけや家具の 

移動を含む）は、約 17.4 分。そのうちの平均掃除機運転時間は約己.2分、ということで6分で計算していまず。> 
電池寿命は、周囲温度•使用時間など、ご使用条件により異なりまず。 

^^2. 直射曰光があたるなど高温の部屋で、充電したりご使用になりまずと、使用時間は徐々に短くなりまず。 

子ノズル•ずき間用ノズル使用時や、毛足の長いじゅうたんなど床面の状態や、ごみの量によっては、使用時間が 
短くなる場をがありまず。 
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付 


属 
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tK — ス 
な 巧ノスレ 


親ノズル （ AMC 日 9 R - UE ) 
モノズル （ AMC 88 R - UE ) 


伸縮自在延長管く延長管ストッパー付き> 

すき間用ノズル 
充電台 

予備フイルター（洗えるフイルター) . 


] 本 ( AMC 94 P - UE ) 
1コ （ AMC 8 已 P - UE ) 


.1 セッ h ( AMC 99 P - UE ) 

] コ （ AMC 60 R - MV ) 

]コ （ AMC 79 V - UE ) 

]コ （ AMCOFK - TP ) 

() 内は品番です。 


コード長さ 


電 


出 


力 


充電時間 


DC 38 V . 白 A 


約吕時間（電池が空状態から充電を開始した焉を、周囲温度2日む時） 


人 * AC 100 V 己 0- 巨 OHz (消費電力:充電中約目3 W 、 補充電中約6 W 、 本体对まずしたとき約日,日 W ) 


集じん容積 


0.4 L 


運 


転 


音 


白〇〜約4日 dB 


質量 3.8 kg (本体）日.4 kg f ホース-伸縮自在延長管-巧用ノズル含む） 0.7日 kff f 充雷台) 


巧 肥 巧 ロロ 


回数は日数に換算できません。 


巧放電約吕巨00回 充放電約1已〇〇回 巧放電約1000回 


巧肪 C 1巧用口牙间 


(滿充電-雷邢初期/2日む時) 


化田 n 王 BB を 


約已〇分 


約吕已分 


約1汾 


がお寸法 


帕吕己7 mmx 奧行330 mm X 局さ吕吕0 mm (本体） 
幅吕1吕 mmx 奥巧吕已4 mmx 高さ 92 mm (お電台） 


使用温度範囲 


〇〜40。巳 


定格電圧 


□028.8 V 


使巧電地 


-- ツケ J レ水素霞せ 


□ 

□ 

□ 

D 

□ 
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D 

□ 

D 

□ □ 

□ W 

□ W 

□ 

D □ 

□ □ 

□ □ 
日 S 

□ 口 

_ 5 
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PL 2 

日 S 


HJb 讲画妈 M 梁蠢 MC-BF2C30 巧窥强 


◎ Matsushita Electric Industrial Co., Lt の □□□□□□□□□□□ 2003 


C01ZUE100 
引 103-1113 


National 



な室別巧が 1 このたびはナショナル充電式掃除磯をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。 

I ♦この取扱説明書と偏正書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。そのあと保存し、お屡な 
ときにお読みください。 

♦保証書は、 r お買し化げ曰•販売店名」などの記入をおず確かめ、販売店からお到ブ取りください。 







































































長くお使いいただ< ために 

必ずお巧り<だをい 
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ち< じ _ 

安全上のごミ主意 • • • • 

付属品を確認し組み立てましよう 

•各部のなまえとはた目き 

長くお使いいただくためのお願し、 

知つておいていただをたいこと • 

• ゴミ発見ランプ/保護装置/巧用ノズルの安全装置 

巧電をしましよう . . 

•電池を長持ちさせるために 

動かしてみましよう . 

• 操作卽の使いかた • 巧電予告ランプの確認 


故障かな口と思った5 . 20 

保証とアフターヴービス . 22 

仕様 . 裏表紙 


上手なお掃除 . 12 

ごみの捨てかた . 14 

電池の交換のしかた . 1己 

お手入れ . 1目 

•タストボックス •フィルター •本体•延長管•ホース 
• センサー部（ホース） • 巧用ノズル 




お掃除前に 


4 巨 8 9 0 -~ 
• • » 1— 11 


こんなとをは 
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ま全上のご注意 (公、ずお守りください） 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように 
説明しています。 


A g 化をこの表示の欄は、 r 死こまたは重傷などを負ラ危険が切迫して生じることが想定 
/：\ JBRK される」内客です。 

この表示の欄は、 r 死 t または重傷などを負う可能性が想定される」内客です。 

A この表示の欄は、 r 傷害を負ラ可能性または物的損害のみが発生する可能性が 

/*\ /王局想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。（下記は絵表お征户例です。） 


0 ® 


このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」内客です。 


この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内客です。 


A 警告 


引乂性のあるちのや乂の気の 
( X )おるちののそばで使用しない、 
、ゾのわせない 

1 トナーなどの可燃物、灯油、ガソリン、、 
1 シンナー、义の消えていないたばこなど j 
爆凳や义がの原因になります。 

組巧に分解したり 
ny 修11•改造しない 

□□□□ 凳义したり、異常動作して、けがをする 
ことがあります。 

♦修理は販売店にご相談ください。 

ノズルの回拓部や□—ラースイッ 
チに手巧触れない 

□-ラースイッチに触れると回転部が 
n n □ □ 回転し、けがをすることがあります。 

♦特におモさまにはごま意ください。 

化洗いや、風呂場での使用は 
組細こしない 

n n □□□ 感電することがあります。 

お室の近くなど湿気のをいとこ 
【を%)ろや、水にめれるところでは 
充電しない 

nnnnn 感電.凳义.異常凳熱の原因になります。 

めれた手で、電源プラグの 
a ま是しはしない 

□ □日日日感電の原因になります。 

コンセントや配慷器具の定格を 
( Xj 超える使いかたや、茨流100 V 
なかでの使用はしない 

たこ足配線等で、定格を超えると、 

凳熱による义がの原因になります。 

電源コード•電源プラグを 
iXl 破損ずるよ5なことはしない 

/ノズルの回転部に巻き込ませたり、傷、 
つけたり、加工したり、熱器具に近づけ 

1 たり、無理に巧げたり、ねじったり、 

\引っ張ったり、重い物を載せたりしない/ 

傷んだまま使用すると、感電-ショート- 
义がの原因になります。 

♦コードやプラグの修理は、販売店に 
ご相談くださしん 

お手入れ•点巧の際は、 

電源プラグを巧く 

n n n n n 

□□日 感電やけがをすることがあります。 
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A 警告 


電源、プラグのほこ0等は 

電源、プラグは巧元までに 

mm 就 B 的にとる 

■ ■ 是し込 

プラグにほこり等がたまると、湿気等 

差し込みが不静ですと、感電や凳熱に 

で絶縁不良となり、义がの原因になり 

よる义災の原因になります。 

ます。プラグを抜き、乾いた布でふい 

♦傷んだプラグ-ゆるんだコンセントは 

て < ださい。 

V 

使用しないでください。 , 


A ミ主意 


乂気に近ヴけない 

ホ体の変形によるシヨ-卜 • 凳义の原因 
□ □□□ にな D ます。 

巧用ノズルで天井など高い所 
を識しない 

親ノズルが外れて落下し、けがをすること 
がお D ます。 

本が•巧電台•ホース•延長管 • 
1 XJ ノズ J レの接点に金属類を 
入れない 

感電することびあります。 

巧電台を引まず6ない 

\ Sf 巧面を傷つける原因になります。 

電源、プラグを巧くとまは、必ず屬原プラグを持って巧く 

感電やシヨ-卜して凳义することがあります。 


ニッケル水素電池について 


A 危お 


分巧•巧をしない 

□□□□ 漏液•発熟•凳火の恐れがあります。 

リード線をかみ込ませた D 
fXJ 切勘した 0 しない 

電池が シヨー トし、漏液•凳熱 • • 

凳义させる原因となります。 

MC - BF 200 なかの機器に 
。心接続しなぃ 

過電流により、電池び漏液•鶏熟•破裂 
する原因になります。 

/CN 電池を落下をせた 0 衝撃を 
1 X 1 与えた D しない 

電池の漏液*鶏熟*破裂の 
原因になります。 

/TV ニッケル水素電池を単独で 
充電しない 

電池が、凳熱•破裂する原因になります。 

乂中に投入した D 加熱しない 

漏液•破裂 • 獻の恐れがあります。 

ー コネクターの端子巧を金属などで接細をせない 

^ \ (金属製のネックレスやヘアピンなどと一緒に持ち運んだり保管しない） 

、電池がショートし、漏液•凳熱•凳义させる原因となります。 J 


お掃除前に 
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お掃除前に 
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長くお使いいただくためのお願い 
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□ □ 
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知つておいていたださたいこと 


ゴミ巧見ランプ 


ホース内部の赤外線センヴーで、微細な 
ごみも察知。目に見えないごみの取れ具をを、 
目で確認することができます。 

♦ ごみを吸つていないとさは緑のまま 
C 点灯しません。） 

♦ ごみを吸っているとホランプ点灯 
〔ごみの量が多し、場をは点滅します。） 


保護装置 

本化の巧護装置が働<とを 



下記①③の状態でお使いになると、本体のモータ^過熱を防ぐため、「フィルター掃除」ランプが、 二し、 
本体の吸込力が自動的に植 下しまず。色ページ） 

この状態で本体の運転操作を繰り返しまずと、「フィルター掃除 J ランプが 請 口し、 本体が自動的に停止（この 

場をは、回転部（ブラシ）も自動的に停止）しまず。 


①ダストボックス内の 


霞吸込口を密閉したり、 

フイルターに J 


ホース-延長管に 

ごみが付着した状態で ^ 

連続運転した場合^グ^^ 


ごみがつまった場合 

V J 


V 


①ダストボックスのごみを捨て、フイルターのお手入れをしてください。 （ C ^14’ 16’ 17ページ） 
霞巧用ノズル-ホース-延長管につまったごみを取り除きます。 


約3分待つと、保護装置が解おをれ、再びご巧用になれまず。 



巧用ノズルの巧護装置が潮< とを 

回転部（ブラシ）を回転させたまま同じ焉所に放置したり、 

異物をかみ込んだまま使用すると、床用ノズルのモーターの過熱を防ぐために 

回転部（ブラシ）①回転が停止します。 

@ を巧し、かみ込んだ異物を取り除く（蚊19ぺージ） 


約5分循 I 囲温度によって異なりまず）待つとを却をれて、保護装置が脚®をれ、再び 
ご使用になれまず。 

お円自 I 、 保護装置が働いたときには、温度が高くなっている場合がありますので、 

…呀巧 — 回き茜 B (ブラシ）には手を触れないでください。 


巧用ノズルの哀を装置 


まをのため、巧用ノズルを巧面より浮かすと回転部（ブラシ）が止まります。 

♦回転部（ブラシ）はり\イパワ -) または準/強)を押し、床用ノズルをに置いた焉合に □- ラースイッチが 
作動し回転します。 

^^床用ノズル裏面のローラースイッチに手を触れないでください。（回転部（ブラシ）が回転します。） 


お掃除前に 
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電池を長持ちさせるために 


♦使巧時間にかかわらず、掃除が終わった後は必ず充電してください。 

♦2 …3力月に一聞ホ本体が停止するまで運転し、充電完了まで充電してください。 

♦室温が己で m 上3己で下の巧で充電してください。室温む M 氏い場をや、直射日光があたるなど 
高温の所では、正しく充電されません。運転時間が短くなったり、充電時間が長くなることが 
あります。 

♦電池が切れて運転が自動停止後、本体の運転操作を繰り返さないでください。 電^命た觸くなりまず。 


t ぶ HU •初めてお使いのとき、または巨力月攻上使わなかったときは、電池が過放電となって 
■" 川 ] 回の充電では側時間が短し偏をがあります。充放電を2…3回繰り返して充電して 
<ださい。 

CS ' SiUeB •充電台は、本体を載せていなくても約日.已 W の電力を消費しています。長期間使用 
■… rw しないときは、節電のため充電台の蕾原プラグをコンセントからあいてください。 

♦充電時間•使用時間は、電池温度やご使用の状態により変わります。 


充電をしましよ 



出荷時には電池が充分に充電されていませんので、ご使用前には必ず充電してください。 



> 電源プラグをコンセントに差し込む 

@@ を押し、本体を巧電台にセットずる 
(運輯中は巧電しません。） 

•ラジオの近くで充電すると雑音が入り放送が 
■眺の膠 聞きにくくなることがありまず。 

1 m じ(上離して巧電してください。 

♦本体を巧電台にセットするときには、本体が 
傾かないよラ確実にセットしてください。 

•巧電表示ランプが点滅や点灯しない場をは、 

セットしなおしてください。 

充電の状態を r 巧電表示ランプ」でお知 S せします。 


□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□ 30。の □ □ 
□□□□□□□□□□ 


□□□□□□□ 

DDDD 


0 

炒 

□ □ 

□ □□凹 

□□50 □□□□□□□□□□□□□□ 

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 

□□□□□□□□□nnnnnnnnnn 

□ □□□□□□□□nnnnnnnn □□□回 

□□□□so□□□□□□□□□□□□□ 


0 

砂 

□ □ 

DDDD 

nnnnnnnnnnnnnn 


《.□ □□田 □ 0.3 D □□田□□□□□□凹 

□ □□□□!? □□□□□□除 2 0[] □□□□□□□□□□□□□ 
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動かしてみましよう 


操作部の使いかた 



本体を充電台か5外す 

運乾を開始する とさは 

準/強)または ( gig ) 对甲ず 

♦床用ノズルの回転部（ブラシ）も回転します。 

運転を止めるときは 

イ 切)を巧ず 

床用ノズルの回転部（ブラシ）も止まります。 


广 

通常 pg / 強) でお使い < ださい。 


•ボタンを押すごとに [ m と圆に切り替わります。 

•I 標準 II 強 I で掃除中に、親ノズルから子ノズルを外して使用すると、 

吸込力が自動的に上昇します。 


♦床面の巧れ具をに応じて吸込力をコント□ールします。 


〔効率よくパワーを使い、音の低減にも効果的です。） 

細的 

ごみび取れにくい場合は、でお使いくだをい。 


巧電モ告ランプの確認 (電池の残量の目安をお知5せしまず。） 

本体を充電台から外し、（標準/強)ボタンを押して確認します。 



〔充電中は、充電予告ランプは点滅しません。） 


DDDD 


電池残量が充分です。お掃除でさます。 


□ □□□凹 


乂ク 

DDDD 


電池残量が残りわずかです。 

充電してください。〔除1日ぺージ） 


□ □□□凹 


お掃除前に 


■刷 M ゴ ♦運軸に電池醒がなくなると離電防止装圏こより自動停止します。 
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上手なお掃除 


掃除機の上手なかけかた 


• ノズルは力を入れず、軽くゆっくり動かしましよう。 
一を復2〜3砂が理頃的な速さです。 < 


• ノズルを一度に動かず長さの目安は、 
身長の約半分た’酒想的でず。 

•床やたたみでは、目にそって動かすと 
傷つき防止にもなりまず。 


ぺたクル機能付きの巧用ノズル 


延長管がぺたっと倒れて、ノズルが左ちに 
クルツと回転し、ベッドの下や家具の 
すき間ちラクにお掃除できます。 




>じゆうたん•床‘たたみの1 
お掃除にお使いください。 


操作部の先に直接ノズルを取り付けて 
使用することもできます。 


はずずとさは… 


I ボタソ を巧して 
外してください。 




接続部にかしのすき間び 
おさますが、 

異常ではありませんので、 
そのままご使用ください。 


麵劇 pia 

♦毛足の長いじゅラたんなど、じゅラたんの瘦頃に 
よっては、 回輪 IK ブラシ）の回転が遅くなったり、 
回転しない場をがあります。 

•巧用ノズルは、巧面にゆっくりとおろしてご使用 
<ださい。 

f 落とずように使巧しまずと、回転部（ブラシ）が^ 
\回転しなし、場合びありまず。 ノ 

♦子ノズル*すき間用ノズルは、木目の家具表面や 
ピアノなどには使用しないでください。 

(傷をつける原因になります。） 
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DDDDDDD 

DDDDDDDDD 

□ □ □ □ □ 

DDDDDDDDDDDDDD 



ホースや延長管の巧に、ずを間用 
ノスルをつけてご使用のとさは、 
ねじりながらギユウと差し込んで 
<ださい。 


さげ手を持って移動 

♦部屋から部屋への移動は、 

本体の「さげ手」を持ってください。 


•掃除機運転中および運転後は、 
さげ手が少し熱くなりますが、 
異常ではありません。 


□ □ □ □ 


DDDDDDDDDDD 
D D D D 

DDDDDDDDDDDD 





電池を長持ちさせるため、使用時間に 
かかわ5ず掃除が終わった後は、必ず 
充電してください。 

♦@) を巧し、本体を充電台に 
セツトする。 

♦延長管ストッノ く一を差し込み部に 
差し込む。 



□□□□□□□□ 













































































ごみの捨てかた 


□□□□□□□□ 


♦ダストボックスのごみは、 左ちいずれかの「ゴミすてライン」を 
超える 前に こまめに捨ててください。 

♦ネットフィルターの周りでごみび回り始めた5、ごみを捨てて 
<ださい。 

♦そのまま使い続けるとフィルターび目づまりして吸込力び個下します。 
♦ごみ捨ての都度、 ネット面•不織前のごみを取り除いて ください。 


■ごみを捨てる前には、 硬) を押してください。 



□ □□□□回 


を 


□ □ 




ダストボックスを取0出す 

♦本体の風たを開け、ダストボックスの 
取っ手を持ち、ダストボックスを真上に 
引き上げる。 

取り出し時に、ゴミずてボタンを巧さないで 
ください。（ごみがこぼれまず。） 


□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□ 

nnnnnnnnnnn 

nnnnnnnnn 

nnnnnnnnnnn 

□ □ □ 


□ □ 

□□□□□□□□ 


□ □□□□□□ 



© ごみを捨てる 

♦底風たを下向けにしてゴミすてボタンを 
巧し、底風たを開けてごみを捨てる。 

/大をなごみ袋などの中でごみ捨て 
をしますと、ほこりの舞い上がり 
がかなくできます。 




♦ごみ措て後、ネット面-不織布にごみが 
付着しているとをは、ティッシュぺーパー 
などで取り除く。 


□ □□ 



□ □ n n 


□ n □ □ 



□ □□□□□□原16[|[|凹 
参底讯たを閉める。 





@ダストボックスを取り付ける 

♦ダストボックスを本体に取り付け、 
奥まで確実に巧し込む。 

♦本体の風たを 「カチッ」 と音がするまで 
閉める。 

/ダストボックスが確実 I こセットされて 
いないとごみもれや異音の原因になり 
\ます。 
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電池の交換のしかた 


電池について 

電池は消耗品でず。 繰り返しご使用になりますと使用時間が徐々に 
短くなります。電池の寿命は、周囲温度•使用時間など、ご使用の条件 
により、巧放電回数（寿命）が短くなります。正しく巧電しても使用時間 
が著しく短くなった場合は、電池の寿命と考えられます。このような 
ときは電池を到^してください。 

ニッケル 水素電池 

品番 AMC 10 V-UE 
希望 ル売価格 121000円 (税別 • 交換費另 IJ ) 
(200 3年11月現在） 

販売店に交換を依頼する場合は、別途交換費が必要となります。 

〔電池は、運!云び完全に停止するまで使い切ってか 5 取り出してください。 ) 

' 電池を取り出す _ 

1 


〇電池ふた(本付裏面）をかず 0) 

0) 本イ標面のねじを、力半の背中などで 
回して外す。 

( g ) 電池ふたを矢印ち向にずらして外す。 

©電池を取0かす ® 

G) 本体を立て、電池を手でおさえながら 
本体を傾けて電池を取り出す。 ' 

@コネクターの i 部を押しながら 
引っ張り外す。 

U - ド線は切断しないでください。 
(ショートの恐れがありまず） 



□ □ \ □ 


新しい電池を取り付ける 


〇コネクターを取り付ける の 

0コネクターを「カチッ」と音が ~ 

するまで確実に接続する。 □□日 
◎コネクターおよびリード線を j 
収納部に納める。 I 

〇)新しい電池を納める。 


©電池ふたを取り付ける 


口)本体両側のつめに電池風た内側の ® □ □ 

凹部ををわせる。 

◎本体両側のつめに沿わせながら 
巧し込む。 

〇ねじを締め付ける。 




□□□□□□□□□ 



霉 

Ni-MH 


リヴイクルへのご協力のお願い 

不要になった電池は、責重な賣源を守るために 
廃棄しないで充電式電池リヴイクル協力店へお持ちください。 
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お手入れ 


ダストボックス（洗え 


- ' 

J たとき、吸込力が弱<なったり、 ~ 


>1■フィルター掃除」ランプが点滅したとき、 

運転音げ高<なったと感じたときなどには、ダストボックスのごみを捨て、 
ダストボックス-フイルターのお手入れをして<ださい 



胃では、床用ノズルご使用時に r フィルター掃除 
ランプ」は、捕威しません。 I 八イパワ~1 または^で、 
床用ノズルを床面か5浮かして確認してください。 


巧りかしかた 


>ネツトフイ ルター をかす 

♦つまみ部を持ち、 

矢印方向に引っ張ってがず。 

□□□□□□□□ 

、: I n n n 



□□□□□□nn 


©洗えるフイルターをかす 

♦凹部に指を入れ、 

矢印方向に引っ張ってがず。 

nnnnnnnn 



□□□□nnnn 


©平面ネツトフイルター®をかす 

♦中央の凸部を持ち、 

矢巧方向(かし下げながら)に 
引っ張ってがず。 





こまめなお手入れ 

(販込力が弱くなつたときまたは月に1回程度） 


♦付着しているごみやほこ D を落とす 



□□□□□□□□□ 

□ □ □ □ n n n 


□ n 



DDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □日日日日日日 □□□ 

Innnnnnnnn 

I 關關 "w n DDDDD 
IDDDDDDDDDDDDD 



'n □□□□□□□□ 

□□□□□□□ 


平面 ネツ トフイルター① • 平面 ネツ トフイルタ ー( 


♦毛のかたいブラシを使ったり、強く巧さないでください。〔破損の原因になります。） 

♦洗剤‘ベンジン‘シンナー‘アルコールなどは使わないでください。〔ひび割れや変色の原因になります。) 
♦ ドライヤーなどの熱風で乾燥させないでください。〔故障の原因になります。） 

♦お手入れ棲、フィルターが取り付けられていることを確認してください。 

(取り付けないでご使用になると、ごみもれによる故障の原因になります。） 

♦各フィルターの買い替えをご希望されるちは、お買い上げの販売店または、お近くのナショナル製品 
取扱店でおホめください。 


ちれが気になるときや 
ごみが取れに <い場合のお手入れ 


♦水洗いする 


□ □ 

□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□ 





為 



n n n n n □ 
□□□□□□□□□ 
□ □ □ 


^^洗えるフィ；1/^- • 不織布は、水で流したあとも色が 
残ることがありますが性能にはま障ありません。 

♦7 J (洗いを、水を切ってか 5 十分乾燥 
させる（乾燥不十分でご使用になると 
におい発ちの原因になります。）_ 


平面ネットフィルター ① は、 

かしてお手入れずることもでまま t 

① 平面ネッ ト フィ J レター ① 

の中央部を持ち、 

矢巧方向（手前上方）に 
引っ張ってがず。 

霞ティッシュペーパー 
などでふさ取る。 



巧0付けかた 


〇平面ネットフイルター®を 



>ネットフィルターを巧り付ける 

•ダストボックスに確実にはめ込み、 
取り付ける。 

(全周、巧し込む ）I 


© 



洗えるフイルターを巧り付ける 

♦ネツトフイルターに確実にはめ込み、 
取り付ける。 

(全周、巧し込む） 



平面ネツトフィルター ①を 取り付ける 

•平面ネツトフィルター①の 
端部(左ち）を、2本の突起の間 
にはめ込み、中み部を巧し込ん 
で取り付ける 



®D D D D D 
















































お手入れ 


フイルター • 本体 • 延長管•ホース 

センサー部（ホース）•床用ノズル 


■お手入れの前には、を押してください。 


ごみやほこりが付着したとき 



ィルタ- 


フイルターに 付着してし、るごみやほこりを落とす 


□ □ □ □ □ 



□□□□□□□□ 


〇タストボックスを 

巧り出す (腹=1か^-ジ） 

©フイルターを取り出す 
©はたいてごみを落とす 

♦ほこりなどの巧れを 〇 ^ 

軽くはたいて 
落としてください。 



0フイルターを巧り付ける 

@タストボックスを 

巧り付ける（豚14ぺ-ジ） 


ちれが気になったとき 



本巧 • 延長管 • ホース 


がをふくませ、しぼったやわらかな巧でふさ取る。 

♦ミ先剤‘ベンジン‘シンナー‘アルコールなどは 
■ III — 使わないでください。〔ひび割れや変色の原因になります。） 

♦化学ぞラきんをご使用の際は、その注意書に従ってください。 



ごみを吸ってもゴミ発見の赤ランプが点好しない 
ごみを吸ってないのにホランプが消えない 


□ □ □ □ 



□□□□□□□□□□ 

日日日□日 □ □ 

□□□□□□ 

□ □□□凹 

□ □□□□ 


センヴー部（ホース) 


♦ホースをのぞいて、ごみが詰まって 
いないか確認しまず。 

詰まっている場合は取り除く。 
♦センサー部表面の巧れを、柔らかい 
乾し、た巧でふき取る。 
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吸込力が弱くなったとを、 
または月に1回程度 


糸くずや髮の毛、粘着性のごみなどが付着して、回転部(:ブラシ）が回転しにくくなったり、 
また、吸込□に紙くずなどた'引つ掛かり吸込力傾下の原因になりまず。 


♦起毛巧.回お部（ブラシ）.□-ラースイッチ.□-ラー.吸込 □. 端テ.子ノズル収納部 
のごみを r すき間用ノズル」で吸い取る。 



♦回転部（ブラシ）を取り出してお手入れずる。 



W ブラシ カバー をかす 

W ①力半の背中などを、ねじ溝に入れて左に 
回転させて、 印を ひらく にをわせる。 
霞ブラシカバーを外す。 

© 回面部（ブラシ）を巧り出ず 

①回転部（ブラシ）を持ち上げ、 

霞べルトを回転部（ブラシ）から外す。 

趣回転部〔ブラシ）を取り出す。 



© ごみを巧り除< 

^ ①からまったごみは、はさみなどで取り除く。 
霞回転部（ブラシ）は水ミ先いしたあと、 

乾いた布ではさむようにして水気を 
切り、陰干しにして十分に乾燥させる。 


©もとのよラに巧り付ける 

①回転部(ブラシ)を取り付けベルトを掛ける。 
霞ブラシカバーを取り付ける。 

感カギの背中などを、ねじ溝に入れてちに 
回転させて、 ^ 印を しまる にをわせる。 




•巧用ノ刀レ（親ノズル•モノ刀レ）は、水洗いしないでください。 
(故障の原因になりまず。） 






































@a □ □ 

□ n n n 

□ 10 


1^10 □日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 ' 

\DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD □□□□□□□□□□□□' 


DDDDDDDD 

DDDD 

□□□□□□□□□ 


■ 战 iBlEa • 掃腳 ii 甄中および違転後に本体 • さば手た皆し熱くなりまずが、異常ではありません。 


DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□ 


•nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 

一 □□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□□回 


DDDDD 

DDDDDDD 


衣 


•nnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 


' に □□□[!- 


□ □□□□□□□□□□□□□□nnnnnn □□□回 
\ □□□□□□□□□□□□□□□/ 
一 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ snnn 
•nnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 
一 □□□□□□□□□□□□□ 
nnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 
nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 
一 nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 
•D nnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 


[ 

[ 
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10 


ddd 

nnn 

ddd 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

ddd 

ddd 

ddd 

ddd 

①□日 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 

nnn 
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ご自分で修理なさらないで、お買い上げの販売店まで保罰書を添えて、製品（本 
体 • ホース • 伸縮自在延長管 . 巧巧ノズル . 巧電台）をご持参 < ださい。 

( 詳しくは、 22 〜 23 ペ ^ ジの「保罰とアフターヴービス」をご参照ください 。）_ 
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保証と アフターサービス (よ <お読み < ださし i 


彦理 • お取り扱い • お手入れ \ 

( などのご相談は… 

\ 零ず、お買い上げの販売店> 

し付けくださ^^^^^ 

転居や贈答品などでお困りの場含は… 

•修理は、ヴービスを社•販売を社の「修理ご相談窓□」へ! 

•その他のお問いをわせは、「お客様ご相談センター」へ！ 


■保話書（別添付） 

お買い上げの販売店からお買い上げ曰•販売店名 
などの記入を必ず確かめ、お受け取りください。 
よくお読みのあと、保をしてください。 

保証期間：お買い上げ曰から本体1年間 
ただし電池は、消耗品でずから 
保証期間内でわ「有料」とさせていただきまず。 


■補修用性能部品の保有期間 

当社は、この掃除磯の補修用性能部品を、製造巧 
ち切り儀色年保有しています。 

ま）補修用性能部品とは、その製品の磯能を維持 
するために必要な部品です。 


修理を依頼されるとき 

2日〜 2] ページの表に従ってご確認のあと、直らないときは、まず電源プラグを抜いて、ホースを本体から外して 
お買い上げの販売店へご連絶ください。 


• 保証期間中は 

保証書の規定に従って、お買い上げの販売店が 
修理をさせていただきますので、恐れ入りますが、 
製品に保証書を添えてご持参ください。 

• 保証期間を過きているときは 

修理すれば使用できる製品については、ご希望に 
より有料で修理させていただきます。 

• 修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成 
されています。 


技術料]は、彭断-故障個所の修理および部品交換 
-調整-修理完了時の点検などの作業 
にかかる費用です。 

部品代]は、修理に使用した部品および補助材料代 
です。 

出張料]は、お客様のごイあ賴こより製品のある焉所 
へ技術者をが遣する焉合の費用です。 


ご連絡いただをたい内容 

品名 

充電式掃除磯 

品番 

MC - BF 200 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障の状況 

できるだけ具体的に 


DDDDDDDDD | 

I □□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDDD □□□□□□□ 

DDDDDDDDDDDD DDDDDDDDDD 

も口□百目目日日)査 S 0570-087-087 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDDDDNTTQ DDDDDDDD 
DDDDDDDDD 

•D D DDD PHSD DDDDDDDD DDDDDDDDD 
DDDDDDDD 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

365D □ □ □ 90 □ 20D 

□ □ gggo ^0120-878-365 

■ □□□□□ PHs □□□□回… 06-6907-1187 

FAX gggo ^0120-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

Tokyo (03)3256 - 5444 Osaka (06)6645 - 8787 

Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays/Sundays / national holidays) 
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□□ DDDDDDDDD 
2D D 17-7 

巧 (011)894-1251 

□ □ DDD2DD21DD 

巧 (0166)31-61 51 


□ □ DDDD19DD1DD 

7-11 

巧 (0155)33-8477 

□ □ DDDDDD 589DD241 

DDDDDDDDDDDD 

巧 (0138)48-6631 


□ □ DDDDDDDD □□ 

3-7-10 

巧 (017)739-971 2 

□ □ DDDDDDDD2DD □□ 

巧 (018)826-1 600 

□ □ □□□□□13a □ 30-3 □ □ 

巧 (019)639-51 20 


DDDDDDDDD 

7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

DDDDDDDDD 
3D D 12-2 

巧 (023)641-81 00 

DDDDDDDDD 
□ □ の 65 

巧 (0243)34-1 301 


□ □ 日日日日日日日 194-20 

S (028)689-2555 

□ □ □□□□□□ 229-1 

巧 (027)352-1 109 

□ □ DDDDDD2DD8-1 

S (0298)64-8756 

□ □ DDDDD2DD4-2 

S (048)728-8960 

□ □ 日 □□□□□□□□□172 

S (043)208-6034 


□□ DDDDDDDDD 
2D D 26-17 

S (03)5477-9780 

□ □ □□□□1 日日 4-13 

巧 (055 に 22-51 71 

□□□ DDDDDDDD5DD 
3-16 

巧 (045)847-9720 

□ □ □□□□□!□□ 8-14 

巧 (025)286-01 71 


□□ DDDDDDDDDD 
D D 3D D 80 

S (076)294-2683 

□ □ 日 □□□□1298 

巧 (076)432-8705 

□ □ DDDDD4DD112 

巧 (0776)54-5606 

□ □ 日日日日日日日 7600-7 

S (0263)86-9209 

□ □ DDDDD765 

巧 (054 に 87-9000 


DDD DDDDDDDDDD 
8-10 

巧 (052)819-0225 

□□ □□□□□□□□28 

巧 (0564)55-571 9 

□□ DDDDDDDDD 
DDDD2DD30 

巧 (058)323-6010 

□ □ DDDDDD3DD82 

巧 (0577)33-061 3 

□ □ DDDDDDDD 1920-3 


I □ □ 

□ □ 

□ □ DDDDD6DD2-1 

□□ DDDDDDDD 

S (077)582-5021 

800 □ □ 

□□ DDDDDDDDDDDD 

巧 (0743)59-2770 

71-4 

DDD DDD DDD 499-1 

巧 (075)672-96% 

巧 (073)475-2984 

□□ □□□□□□□□!□□ 

□□ DDDDDDDmn 

1-7 

3D D 2-6 

1 巧 (06)6359-6225 

巧 (078 に 72-6645 

1 □ □ 

n □ 


□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


□ □□ 回 295-1 

S (0857)26-9695 

DDDDD4DD2-33 

巧 (0859)34-21 29 

□ □□□ 凹 182D D 14 

0(0852)23-1128 

□ □□□□□416 

巧 (0853)21-31 33 

□ □□□□□ 327-93 

巧 (0855)22-6629 


□ □ 


□ □ 


□ □ 


DDDDDDDDD 

□ □ 807 

S (086)292-11 62 

DDDDDDDD8DD 

13-20 

S (082)295-5011 

DDDDDD 

□ □□□□ 凹 447-23 

巧 (083)986-4050 


1 □ □ 

□ □ 

□ □ DDDDDD 152-2 

S (087)868-9477 

□□ DDDDDDDDD 
□ □□ □ □108 

巧 (088)698-1125 

□ □ □□□□□□□□331-1 

巧 (088)866-3142 

□ □ D DDD DDD 750-2 

巧 (089)971-2144 
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□ 

□ 

□ □ 

DDDDDDD3DD48 

□ □ 

DDDDDDD 12-3 


巧 (092)593-9036 


巧 (096)367-6067 

□ □ 

DDDDDDDD 

□ □ 

D D D D D 18-11 


DDDDDD 3044 


S (0969)22-3125 


巧 (0952)26-9151 

DDD 

□□□□□□□!□□ 

□ □ 

□ □ □ □ □ 1949-1 


5-3 3 


巧 (095)830-1658 


S (099)250-5657 

□ □ 

□ □ □ □ □ 4 日 □ 8-3 5 

□ □ 

DDDDDD 10-1 


巧 (097)556-3815 


巧 (0997)53-5101 

□ □ 

DDDDDDDDDD 




2099 -2 




巧 (0985)63-1213 




□ □ □ 


□ □ □□□□□4 日日 23-11 


S (098)877-1 207 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
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•□□□□□ PHS □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
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